














科書 『別科 ･日本語 Ⅰ』を出版 した後､1993年に改訂版を､昨年 (1999年)































2-2 教育課程 ･時間割 ･使用数材








以下は昨年度 (1999年)の ｢文型｣授業での使用教材 とその授業時間を表
にしたものである｡
① F別科 ･日本語 Ⅰ』長崎総合科学大学別科 312時間
長崎大学留学生センター紀要 第8号 200年 45
② F中級 ･日本語』東京外国語大学留学生日本語教育センター 168時間
③ FIntensiveCourselnJapaneselntermediate』
対外日本語教育振興会編 (絶版 :仝15諌中7課のみ学習) 76時間






















































における連体修飾節の学習についての一般論である｡ が､F別科 ･日本語 Ⅰ』
ではこの第16課の ｢文型｣の欄でもすでに連体修飾節 と被修飾名詞 との格関
係など様々な観点に配慮 した例文が27提示されており､｢読みと作文｣では





参考までに 『中級 ･日本語』の前半の読解文を見てみよう｡ この教科書は
仝21諌中､第 1課～第6課までが中級へのつなぎの課であり､第 7課から中
級段階の読解教材が始まっている｡
7課の初出文型は ｢-と同様､～ (ある)ことは～ (ある)が､～は-に
なくてはならない､～ほどではない､Nをはじめ､したがって､更に､Nさ
え-ば (いい)､～とともに､Nの外に (--以外に)､-おかげで/せいで､































これも F別科 ･日本語 Ⅰ』では､課ごとにポイントを明確にし､まず第29課
で ｢～たら｣､第30課で ｢～と｣､第37課で ｢～なら｣｢～ば｣を集中的に学習
するように構成されている｡ また､原因 ･理由を表す ｢から､ので｣ もそれ
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が混同しやすい ｢何か｣ と ｢何が｣の違いが明白になりひとつの会話パター















パターンをとらえていることである｡これで ｢が｣ と ｢は｣の違いを理解 し
たとするには不充分であり､このパターンに当てはまらない文を目にしたと
き学習者はとまどってしまう｡
この文型に関 しては上記文型 5 (1)にあるように最初の問答 と2番目の問
答を対比することによって ｢が｣と ｢は｣の働 きを文法的説明なしに示 して
いる｡ 口頭練習の場合もただ単に ｢-はどこにありますか｡｣｢-は-にあ り


















4-5 当日の学習事項 ｢注意 1｣｢注意 2｣





1.これは ほんです｡ あれは ほんではありません｡
2.ここに はんが あります｡ あそこには ほんは ありません｡
注意2
1. ユンさんの へやには つくえや しょっきだななどが あります｡
つくえは まどの そばに あります｡ しょっきだなは ドアの
そばに あります｡
2.A:ユンさんの へやには なにが ありますか｡
B:ユンさんの ヘヤには つくえや しょっきだななどが あります｡
A:つくえは どこに ありますか｡
B:つくえは まどの そばに あります｡
A:しょっきだなは どこに ありますか｡
B:しょっきだなは ドアの そばに あります｡
｢注意 1｣では､否定の ｢～ではあ りません｣ と存在に関する ｢ありませ
ん｣の違いの確認､｢注意2｣では ｢は｣｢が｣の用法の例文によるまとめで
ある｡ これらの ｢注意｣は ｢文型｣の授業では全貞で音読 したり､個別に音
読させたりして､若干の説明を加えて再確認する｡ また ｢作文｣の授業では
学生の典型的な誤 りを指摘する場合にしばしば参照させている｡
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た｡この 1年間で日本語は随分大 きな進歩を収めました｡日本語能力の 1級
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にはまだ多 くの困難があ りますが､別科で一生懸命勉強 したことを忘れない
で根気さえあればきっとうち勝てると思います｡(原文通 り､初稿)
6.おわりに





















科 目 必修選択の別 単 位 週当たり授業時間
前 期 後 期
文 型 必 修 20 20 20
作 文 必 修 2 2 2
会 話 必 修 2 2 2
発 音 . 表 記 必 修 1.5 (4)
自然科学基礎用語 必 修 0.5 (2)
数 学A 必 修 2 (4) (4)
体 育 必 修 2 2 2
漢 字A 選択必修 2 2 2
漢 字B
英 語A ) 選択必修 2 2 2語 B
数 学B 選 択 1 (4)
物 理 選 択 1.5 (2) (2)







曜日時間 月 火 水 木 金
1 8:50102 文 型 文 型 文 型 文 型 文 型
2 10:3020
3 13:00 文 型 英語A自然科学 体 育 漢 字A
14:30 [テス ト] 英語B 基礎用語
1999年6月21日～1月28日
曜日時間 月 火 水 木 金
1 8:50102 文 型 文 型 文 型 文 型 文 型
2 10:3020
3 13:0043 文 型[テスト]英語A英語B 数学A,B 体 育 数学A,B




(2)佐々木仁子 ･松本紀子 『日本語総まとめ問題集』アスク講談社,自寄まゆみ ･
入内島一美 『日本語能力試対応文法問題集』桐原ユニなども一部利用 している｡
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